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  空間分布バターン       50    マグニチュードの分布     595
  時間分布／時系列（予測）    286    周期性／トリガー作用      306
  時間空間バターン（一般）   279    地震発生の相互関係／転移    184
  前震／先駆的異常活動／空白域  551    余震             630
  群発地震           279    地震発生確率／危険度／最大地震 409
